
【別解】 

四角錐 C-OAGE と，三角錐 G-ACF に分

ける。 

①，四角錐 C-OAGE 
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点 C から面 OAGE に垂線を下ろし交点

を Pとすると，点 Pは OE上にあるから 

（面 OAGE ⊥面 OEC），CP = 	
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②，三角錐 G-ACF 
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点 Gから面 OAFCに垂線を下ろし交点を Qとすると 
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よって求める体積は， 

√3 + 1
24

	3 +
√3 − 1

48
	3 =

�√� + �
��

�� ��� 

（※）点 Fから面 OAGEに垂線を下ろし交点を Rとすると，GQ＝FRで， 

2FR＝CPとなる。 


